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研究成果の概要（和文）：本研究は、臨床現場における看護継続教育において、家族看護学教育を担う人材の育
成を目的とした。臨床における家族看護教育の在り方や臨床看護師のニーズから家族看護教育内容を検討した。
検討した家族看護教育プログラムを看護継続教育担当者に実施し、その効果を検証した。これらの結果から、ク
リニカルラダー2または3、家族看護初学者を対象とした家族看護学習のためのハンドブックの作成を行った。こ
れらを用いて家族看護教育を今後実施できるように臨床に配布した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to train personnel who are responsible for 
family nursing education in continuing nursing education. We examined contents of family nursing 
education according to clinical ladder from the way of family nursing education in clinical practice
 and the needs of clinical nurses.We conducted a family nursing education program we studied for 
nursing continuation education personnel, and verified the effect. From these results, we have 
prepared a handbook for learning family nursing targeting clinical ladders 2 and 3. We distributed 
these to clinical use so that family nursing education could be implemented in the future.

研究分野： 家族看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
家族は社会の最小単位として、健康な個人

の成長・発達を促す基盤であると同時に、
様々な疾患は家族性に発生し、その経過や予
後も家族のもつ問題対処能力に依存するこ
とが多い。家族に看護を実施する場合、家族
システムに働きかけることが有効であると
いわれている。このように家族をシステムと
捉え、患者を含む家族全体を 1 単位として考
える家族看護学が日本に広まってきたのは、
1990 年代後半からである。 
日本における家族看護学研究者は海外の

先駆者たちから家族看護理論を学び、我国の
風土、文化に適した家族看護学の理論や介入
方法のモデルの構築の必要性からいくつか
の独自のモデルが開発してきた。日本におけ
る家族看護学の教育も約 20年が経過したが、
核家族化や小家族化など家族の多様化する
中で、家族看護学の教育はますます必要とさ
れてきている。 
看護基礎教育において、家族看護学教育を

目的とした科目が設置されているのは、
28.7％、他の科目に含めて教育 47.7％、教育
していない 23.6％であった（日本家族看護学
会、2008）。このように、基礎教育において
充分に家族看護を学習していない現状にあ
る。平均在院期間が短縮傾向となり、今後在
宅療養者が増加することも含め、家族を含め
た看護がさらに重要となる。基礎教育で受講
していない看護師に対して、看護継続教育に
おいて家族看護教育を系統立てて行うこと
が必要である。しかし、看護継続教育におい
て、家族看護の教育を担当するものが少ない
ため、教育に組み込まれているとは限らない。
このように臨床において家族看護の学習ニ
ーズがあるにも関わらず、教育が実施されて
いない現実がある。 
 
２．研究の目的 
 本研究は臨床現場における継続教育担当
者を対象とする「家族看護教育提供モデル」
の導入とプログラムの評価をすることを目
的とする。そのために、研究期間内に以下の
ことを実施した。 
１）臨床で実施されている継続教育の実態と
家族看護教育担当者による教育内容の調査
を実施し、提供する家族看護教育内容を検討
する。 
２）継続教育担当者を対象に１）で検討した
家族看護教育を担う能力を養成するプログ
ラムを実施し、その効果を検討する。 
３）継続教育担当者が所属する機関において、
教育に活用できる教材を開発する。 
 
３．研究の方法 
１）継続教育担当者に提供する家族看護教育
内容の検討 
（1）継続看護教育おいて家族支援専門看護
師が認識している家族看護教育の内容と課
題 

研究参加者：日本看護協会に登録をしている
家族支援専門看護師のうち研究参加の同意
が得られたもの。 
調査期間：平成 26 年 8 月～10 月  
調査手順：日本看護協会に登録をしている家
族支援専門看護師が所属している施設の看
護部長に郵送にて研究協力の依頼と家族支
援専門看護師に研究参加依頼書の配布を依
頼した。研究参加の承諾が得られた家族支援
専門看護師に対して，半構造化面接を行った。 
調査内容：①臨床経験年数②家族支援専門看
護師経験年数③実施している家族看護教育
の内容④実施している家族看護教育上の工
夫⑤教育を実施する上での課題 
データ分析：面接内容はすべて録音し逐語録
を作成し、内容分析を行った。 
（2）継続教育における家族看護教育の現状
と課題 
対象：病床規模が 500 床以上の病院（全国
456 か所）の継続教育担当者 （各施設 1 名） 
調査方法：無記名自記式質問紙 
調査内容：施設の特徴、継続教育体制、家族
看護教育の実施方法・対象者・内容、家族看
護教育実施上の工夫と困難な点、家族看護教
育を集団教育で実施することに関する考え 
実施時期：平成 27 年 1 月～2 月  
調査手順：質問紙を施設の看護部長に郵送に
て継続教育担当者に配布を依頼し、調査に承
諾をしたもののみ調査票を記入し、郵送にて
返送する。 
分析方法：記述統計および家族看護教育実施
上の工夫と困難な点、家族看護教育を集団教
育で実施することに関する考えの自由記述
については内容分析を行った。  
（1）～（2）の実施により教育プログラムの
内容を検討する。 
２）家族看護教育プログラムによる効果の検
証 
対象：家族看護教育プログラムに参加した臨
床看護師（教育担当者） 
データ収集：無記名自記式質問紙調査（郵送
法）とし、家族看護教育プログラム開始前と
終了後１か月時に収集した。 
実施時期：平成 27 年 11 月～12 月 
調査内容：①家族を含めた看護実践の頻度と
②家族へのアセスメントの程度③家族看護
の難しさの程度④看護実践内容（11 項目）
の計 14 項目。 
データ分析方法：①家族を含めた看護実践②
家族へのアセスメントの程度③家族看護の
難しさの程度について開始前と終了後１か
月時の前後比較を対応のある t 検定を用い
て分析した。 
３）継続教育担当者が所属する機関において、
教育に活用できる教材の開発 
（1）臨床看護師の家族看護教育に対するニ
ーズ調査 
対象：家族看護フォーラムに参加した臨床看
護師 
実施時期：平成 28 年 9 月 



調査方法：無記名自記式質問紙 
調査内容：家族看護学の教育経験の有無、家
族に関する情報収集の頻度、家族へのアセス
メントの程度、家族看護アセスメントの困難
感、家族看護実践の頻度、家族との付き合い
方、家族看護の理解度、家族看護に関するニ
ーズなど、とした。 
データ分析：記述統計および家族看護教育経
験の有無別に比較検討した。 
２）の教育プログラムの成果と臨床看護師の
家族看護教育に対するニーズ調査の結果よ
り教育に活用する教材を開発した。 
 
４．研究成果 
１）継続教育担当者に提供する家族看護教育
内容の検討 
（1）継続看護教育おいて家族支援専門看護
師が認識している家族看護教育の内容と課
題 
継続教育において家族支援専門看護師が

実施している家族看護教育の内容と課題を
明らかにすることを目的に、14 名（男性 4
名，女性 10 名）の家族支援専門看護師に対
してインタビューを行った。参加者の臨床経
験年数は平均 16.1±4.9 年（9～24 年）、家族
支援専門看護師の経験年数は平均 2.8 ± 1.6
年（1～6 年）であった。家族看護教育の実施
内容は、「家族とは」「家族の病気体験」「家
族とのコミュニケーション」「家族看護アセ
スメント・計画立案」等であった。教育上の
工夫は、【スタッフのニーズや困難に応える】
【スタッフとの関係を形成する】【家族看護
の理解を促すように継続教育の方法を検討
する】【継続的にスタッフを支援する】の 4
カテゴリが抽出された。また、教育上の課題
は、【家族に意識が向かない】【家族看護の難
しさから関わりができない】【家族看護の教
育のシステムが充分でない】【専門看護師と
して組織的に活動することに制限がある】の
4 カテゴリであった。家族支援専門看護師が
実施している教育内容を参考にし、家族看護
教育を継続教育において系統立てて実施す
ることが必要である。 
（2）継続教育における家族看護教育の現状
と課題 
 継続教育における家族看護教育の現状と
課題を明らかにすることを目的とし、病床規
模が500床以上ある456施設の継続教育担当
者を対象に、家族看護教育の実施方法・対象
者・内容、家族看護教育に対する考えなどに
ついて調査を実施し、141 施設（回収率
33.3％）から協力が得られた。家族看護教育
を実施している施設は 32 施設であった。家
族看護教育受講対象者をクリニカルラダー
に設定した対象者としている施設は 22 施設
であった。対象となるレベルはクリニカルラ
ダーの 2 又は 3 が多かったが（複数回答含む）、
2 施設はレベル１も対象としていた。設定し
ていない場合は経験年数による設定や希望
するものとしていた。教育の内容として、「家

族とは」「家族看護とは」「家族看護アセスメ
ント・介入モデル」「家族とのコミュニケー
ション技術」を実施していた。家族看護教育
で工夫している点があると回答したものは
15 名であった。得られた自由記述から 31 の
データが抽出され、9 カテゴリに分類された。
カテゴリは【身近な事例を活用した講義・演
習を行う】【理論やモデルの紹介】【専門看護
師の実践事例の紹介】【ロールプレイを活用
し、家族の心理を理解する】【家族看護の視
点について教授する】【対応困難事例におけ
る家族支援を教授する】【地域に拡大した家
族看護教育を行う】【基礎レベルから家族看
護教育を行う】【対象者のニーズを検討し実
施する】であった。家族看護教育において困
難な点があると回答したものは 16 名で、得
られた自由記述から 20 データが抽出され、6
カテゴリに分類された。カテゴリは【受講者
が少ない】【家族看護の基本的な考えと実践
を結び付けることの難しさ】【集合教育にお
ける限界】【受講者の設定するのが難しい】
【研修時間に割り当てる時間数の確保が難
しい】【適任の講師の配置が難しい】であっ
た。家族看護教育を集団教育で実施すること
に関する考えでは、【実施していない理由】
【重要と考える背景】【今後の取り組みと課
題】の 3 カテゴリに分類された。継続教育に
おいて家族看護教育の実施はまだまだ少な
い現状が明らかになった。基礎教育において
家族看護学を受講していない看護師に対し
て、継続教育において家族看護教育を系統立
てて行うことが今後必要である。 
(1）(2）の結果より検討した教育プログラム
の内容を以下に示す。 

 
２）家族看護教育プログラムによる効果の検
討 
 家族看護教育プログラムに参加した 45 名
を対象に、プログラム前と終了後 1 か月の家
族看護の実践と認識の変化を調査した。参加
者の平均臨床経験数は 15.1 年であった。所
属は、ICU・外科系が多く、次いで内科系、
回復期リハビリテーション病棟であった。プ
ログラム前後を比較した結果、家族看護実践
においては、「患者の治療や看護に関して家
族に十分説明している」「家族の言動や表情
の変化に気づくことができる」がプログラム

 内容 

第 1 回 オリエンテーション 
家族看護の諸理論 
家族看護アセスメント/介入モデル 

第 2 回 
 

家族の病気体験 
家族看護アセスメント 

家族像の形成 
第 3 回 
 

家族看護介入方法 
家族の意思決定支援 
家族看護計画立案 

家族看護介入の実際： 
ロールプレイ 



後のほうが実践の頻度が多くみられた。また、
教育プログラムの内容に関しては、ほぼ全員
が十分に満足しているとの回答していた。特
に家族看護介入の満足度の評価は高く、事例
のロールプレイ時に患者・家族役を体験する
ことで、患者とその家族の「気持ちのゆれ、
言動についてすごく分かりやすく得られた」
との感想にあるように、患者とその家族の気
持ちを理解することにつながり、以前よりも
患者とその家族の言動や表情の変化に注意
深くなり、理解を確認しながら説明を行うよ
うになったことが考えられる。教育を担当す
るものに効果がみられた介入の実際は、臨床
においても身近な事例を用いたケースワー
クにより効果をみられると考えられる。 
３）継続教育担当者が所属する機関において、
教育に活用できる教材の開発 
 臨床看護師146名の家族看護教育に関する
ニーズを調査した。参加者の看護師平均経験
年数は 15.3 年（2 年目から 31 年目）であ
った。基礎教育における家族看護教育経験有
り 46 名、なし 94 名であり、家族看護研修
の参加経験有り 23 名、なし 96 名であった。
家族看護教育経験の有無別に比較した結果、
家族の情報収集や家族との援助関係の形成
において差がみられた。また、学習ニーズと
して、①家族看護の基本姿勢 47 名②家族と
のコミュニケーション 65 名③家族との援助
関係の形成 52 名④家族看護に関する理論・
モデル 38 名⑤家族看護アセスメントモデル
49 名⑥家族看護介入モデル 53 名⑦家族看
護過程 41 名⑧家族看護介入技術 69 名とい
う結果であった。 
これらから、教育に活用する教材として、

クリニカルラダーの 2 又は 3、家族看護初学
者を対象と考え、「はじめてみよう！家族看
護」を作成した。 
 具体的な内容は、STEP1「家族ってなんだ
ろう」、STEP2「家族を看護するための基本
姿勢を学ぼう」、STEP3「家族看護の実践に
役立つ理論を知ろう」、STEP4「家族の全体
像をとらえよう」である。 
これらを用いて家族看護教育を今後実施

できるように臨床に配布した。 
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